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自己紹介

• 小澤弘太（おざわこうた）

• 国立国会図書館電子情報部電子情報サービス課
課長補佐

• 経済学部出身

• 1995年、国立国会図書館に入館

－調査及び立法考査局財政金融課、主題情報部科学技術・経済
課等でレファレンス業務に従事した後、2009年に情報システム

課（電子情報サービス課の前身）に配属。以来、国立国会図書
館サーチの企画・開発・運用を担当している。2011年10月より
現職

• 現在は国立国会図書館サーチの開発等を担当
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国立国会図書館サーチとは

• 国立国会図書館の新しい検索サービス

– 平成22年8月 「開発版」として試行公開

– 平成24年1月～ 本格システムとして稼働

– 国立国会図書館、全国の公共図書館だけでなく、
様々な機関のデジタル化コンテンツ、蔵書等を統合
検索（PORTA、ゆにかねっと等の後継）

– 資料を探しやすくするための高度な検索機能を提供

– 国立国会図書館サーチの機能・メタデータは、外部
提供インタフェース（API）で提供しており、様々なシス
テムやウェブサービスで活用

– 検索対象データベースは205個(2012年7月現在)
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公共図書館

国立大学・私立大学

NII

人間文化研究機構

等

国立公文書館

美術館・博物館

検索対象データベース

JST

九州大学 一橋大学

神戸大学 筑波大学

早稲田大学 慶應義塾大学

等

国立国会図書館

等

近刊情報センター

その他

等
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検索対象との連携方法

• 検索対象データベースとの連携方法は、“事
前収集”と“その都度検索”の2種類

検 索検索ボタンを
クリックすると

その都度
検索にいく

検索 検索

国立国会図書館サーチ
のデータベース事前に

メタデータ
を収集
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開発の背景

• コンセプト

– 誰でも・どこでも・気軽にお使いいただけるような検索
機能

– 紙資料、デジタル化された画像、テキスト、音声、レ
ファレンス情報等、様々な形態の情報を検索対象と
し、単に検索機能を提供するだけでなく、利用者が求
める形で、的確かつ迅速に、閲覧または案内できる
ように構築

⇒国内の各機関が持つ豊富な「知」を活用しても
らうためのアクセスポイントとなることを目指す。
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システムの特長

• 統合図書館システムであるNext‐L Enjuをコアに、
Heritrix、Hadoop、GETAssocといったOSS （オープンソー
スソフトウェア）を活用してシステムを構築

• メタデータの収集および配信の各種標準APIを実装

• 外部Webサービス （カーリル、twitter、ブクログ等）や
他機関で行われている研究開発成果の積極的な活用

• 書誌情報の記述要素として、「国立国会図書館ダブリ
ンコアメタデータ記述」（DC‐NDL)を採用

⇒将来的にはNDLサーチで開発した機能をOSSとして
Next‐L Enjuに還元したいという想いも・・・。
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①連携するデータベースをさらに増やし、統合検索のメ
リットを向上させ、各機関のデータベースの可視性向
上に貢献します。

②集約したメタデータを、APIを通じてより多くの機関に

提供し、我が国におけるデータベースのメタデータ流
通促進に貢献します。

③各種Webサービス、研究機関との連携により、研究開

発成果等を活用し、より先進的で高度な検索サービ
スの提供実現を目指します。

国立国会図書館サーチのこれから
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皆さんと一緒に育てていきたいと考えています。
ぜひご活用ください！

http://iss.ndl.go.jp/
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